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本研究 は、三 島由紀 夫(1925～1970)の長篇 を 中心 とした小説作 品の特質 と意義 につ いて、
三 島の小説観や 同時代的背景 を踏 まえつつ論 じることを中心的課題 とし、あわせて小説創作 と
関連す る三 島の思想 を明 らか にする ことを目的 とす る。
三 島由紀夫 は、小説 とは何か を問いかけ、小説技術 につ いて 自覚的 に取 り組み、 同時代 の社
会 と密接 に関わ ろうとし続けた小説家である。 自然主義的 ・私小説的小説観 に距離 をおき、古
今東西 の文学作 品を創作 の材料 として活用 し、芸術 として の小説 の自律性 を追求す る一方で、
同時代 の事件 を題材 として と りいれてい る。だが、三 島の小説は アクチ ュアルな現代的事件 を
描 いた という理 由で読 まれたのではな く、 逆に リアルな表象か らは ほど遠 いと評 された。 しか
し、それ は戦後 の大衆消費社会化 のなかで独特 のスタイル をもって距離 をおきなが ら 「批評」
的に応接 して いた ことを示す ものであって、決 して時代 と無縁 に小説 を書き続けていたわけで
はない。
本研究で は、 まず 「批評」 をそ の根幹 にす えた三島の小説観 を整理する。 そ して、そ の要点
をお さえなが ら、三島の小説の技法 上の特質 を踏 まえて作品分析 をほ どこし、かつ、そ こに刻
印された 同時代性 とともにそれへ の 「批評」 的スタ ンス を見極めなが ら、 その意義 を論 じる と
いう方法 をとる。それ によって、主 として三 島の小説の特質 を浮 き彫 りにす る ことを目的 とす
る。
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第一章 小説の方法 と しての 「批評」一 三島の文体観 と小説一
三 島の小説(文 体)観 は、 およそ次のよ うな ものである。小説は、言葉 によって構築 され た
形式 の全 く自由な、それゆえ常 に方法の模索 を要請 される「方法論的芸術」である。 この方法 の
模索は、言葉の現実、あるいは物語 の類 型や構造、社会 的な事件や話型、既成 の物語や小説等
に対す る「批評」によってなされる。 文体 は「批評」を介 して形成 され、細部 と全体が有機 的な関
係 をもち、小説の主題(思 想)と 呼ばれ るもの も文体か ら派 生す る。 また、作家 の存在 も作品
の結果で ある。概 して言えば、模倣 か らの創造、 そ うして創造す る ことか ら文体 をもった小説
へ とい う指向 において述べ られ ている。三 島のい う文体 とは、 小説 の方法そ のものの謂な ので
ある。
このような三 島の小説 て文体)観 にお いて枢 要な意義 を もつのは、既成 の言葉 に対す る「批
評」で ある。それ を考 える に当た って、二点 か ら整理す る。一 つは、 自らの作品創造 にあた っ
て、既存の言 葉の意 味、物語的類型 といった作 品外部的な言葉 の条件 を批判的 に対象化す る次
元であ る。 もう一つは、物語世界 に対す る語 りの座か らの対象化、登場人物相互 の相対化な ど
作品内部的な構造 的次元で ある。 と くに、後者 の次元 を考 えるには 〈語 り〉論的な観点が必要
となる。一つの物語 あるいは一つ のテ クス ト等 と認 め られ る言説 は、それ を一つの全体た らし
める超越論 的な 〈語 り〉 の帰属点が想定 され る。 これ を 「語 りの座」 と呼ぶ とすれば、物語 に
登場する人物 への言及 として物語が成 り立つた めには二重 の視点が常 には らまれ る。 ラデ ィゲ
『ドルジェル伯 の舞踏会』の影響下 にあ る 『盗賊』 によって はじめての本格的な長篇小説 を書
き始 めた三 島の諸作 品にお いては、語 りの座 とそ の言及 との・差異、 また登場人物相互の視点の
差 異を顕在化 させ たアイ ロニー を活用 してお り、それ によって 「批評」的な性格 をもつ。三島
の作 品系列にお いては、後 の作品 にな るほど超越論的な語 りの座か らの直接的な言及は次第 に
後退 して い く傾 向が 認め られ る。そ の傾 向は 『美 しい星』 『豊饒 の海』 において顕著 にな り、
それゆえに 「批評」 的性格 も強め られ るが、それ につ いて は第七章、第八章で論 じる。
第二章 列叙 と反復 という方法一r仮 面の告 白』r愛の渇 き』一
本 章で は、三 島の小説テクス ト全般 に通底す る問題 を、表現上の特 徴 に着 目す る ことか ら論
じる。三 島の小説 にお いて顕 著な のは、物語世界の表象、表現 の技法 に、細 部において列叙 を、
もうす こし大 きな言説 のレベル においてはエピ ソー ドを並置す る叙 法を多用す る点 をあげる こ
とが できる。そ の場合、単 に現実 を描写す るという以上 の過剰 さがある。三 島の小説 における
描写 には、各部 を断片へ と細 分化 した言葉によって全体 像 を呈示する とい う両義性 がは らまれ
るのである。累積 され る描写 の言葉は、 それ らの総体 によ って喚起 されるべき全体 の意 味 を担
わ されて いるという意味で提喩的な性質 をおびた列叙 法的な叙法である。加 えて、 類縁 的な言
葉 の反復:が、指示 された事柄 の リア リティに還 元 し得ない意味 を生成 する。 そ うした叙法 の効
果 に着 目しなが ら、 『仮面の告 白』 『愛の渇き』 を読む ことが出来 る。
『仮 面の告 白』 は、 とくに前半 の第一 ・二 章では、列叙法 が多用 され、 い くつかのエ ピソー
ドが並置 されなが ら、映像や画 ・写真な どの男の肉体 を見 る 「私」 のホモセ クシュアルな性 向
が語 られ る。 「私」 の憧 れる男た ちは列叙 法で呈示 され、そ れ らいくつか の描写 の間 に有縁 的
な言 葉の連関が認 め られ る ことによって、そ の結 びつ きの強度 が、 「私」 の形 象の核 をな して
いる。 それに対 して、後半 の第三 ・四章で語 られ る 園子 との挿話で は、 〈音〉や 〈声〉 と して
あ らわれ る他者 として の園子 との関係が語 られ ることにな り、混乱 と矛盾 を導 くことになる。
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また、 『愛 の渇き』では、大阪郊外 の、都会 で も新興 住宅地で も田園で もな い場所 が小説 の
舞台 として選ばれて いるのと類比的 に、主人公悦子 の周 囲との距離 の とり方 もまた いずれか ら
も距離 をお く両義性 のうちに形象化 されて いる。三 島の作品 にお ける 〈海〉 は、存在がそ こか
ら生成 到来 しまた消滅 する喩的な磁 場 としての意 味をにな って いるが、 『愛 の渇 き』は 〈海〉
の隠喩 によって都会が語 られる ことか らは じま り、死んだ良人 との関係、三郎 との関係 もまた
〈海〉 の隠喩 によって呈示 されている。悦 子は、 いわば波打 ち際 にたたずんで 〈海〉 に惹かれ
るとともに遠ざか る位相において形象化 されてい るといえる。 このテ クス トは、そ うした位相
に宙づ りにされた悦子の想念が連綿 と続 くデ ィス クールの強度 によ ってプ ロッ トが牽引 されて
い くと言 える。
これ らのテ クス トにも顕著 にみ られた列叙 と反復の方法の極点は 『金閣寺』 にみ ることがで
きる。
第三章 「美」 の論 理一r金 閣寺』一
『金閣寺』は、「私 」の手記 の体裁 をとった 自己物語 世界的な 〈語 り〉の形式が とられて いる。
しか し、吃音者の 「私」が書 くこ とにお いて決 して吃 らない ことによって端的に示 されるよ う
に、 このテクス トは言葉 の向 こうの真意 を伝達す る ことではな く、 レ トリカル な言葉 その もの
への注視 を誘 うテクス トであ り、 む しろ記述 その ものの 自己呈示 によって 「私」 の内面の伝達
は脱臼せ しめ られている。そ して、レ トリカル な言葉 が反復:される ことによって、繰 り返 し「美」
につ いて語 られ る ことによって、 「美」 のイ メー ジ図式 とで もよぶべ きパ ター ンが浮か び上が
り、 それが物語 の論理 として も機能 してプ ロ ッ トが展 開 してい くのである。
第 一章で は、 「私」 の少年期 にお け るい くつか の挿話 が並 列的 に語 られる。そ れ ら挿話群 の
中で共通 して反復 されて いるのは、焦点 とな るもの とそれ を包 み込 む暗い背景 とで もい うべき
イ メージであ り、繰 り返 し呈示 され るそ うしたイ メー ジは、 このテクス トの指 し示す 「美」 の
イ メー ジ図式 をなして いる。それは細部の描写 のみな らず、物語 の展 開を方 向づ ける論理 とも
なっている。 戦時中の破滅 の予感が暗 い背景 となって、 焦点 となる金 閣の美 しさが 高まる。 し
か し、 戦争が終わ る とこうした 「美」 の条件 は失われ る。 これ以降、第五 ・六章 にお ける女 と
の挿話 によ って消極 的に、第 三章以 降 の老 師 と 「私」 との挿 話 によって積極 的 に、失 われ た
「美」 の回復 の物語 として方向づ け られて いく。そ して、最終 章にお ける焼亡直前 の金 閣の描
写 は、対 象 として の金 閣の描写 という枠 にはお さま らず、 このテクス トの挿話 とプ ロッ トそ の
ものの隠喩 的な 自己指示 を含意 してお り、テ クス トの生成す る時空 間を透視す る読者 とテ クス
トの関係そ のものをも露呈 させ る仕組みが装填 されて いる。以 上のような 『金 閣寺』の構造 は、
三 島の文体観、すなわ ち文体 な しには小説の主題 も構成 もあ りえず、細部 と細部 を結び付 け、
それ を全体 に結び付 ける働 きをなす のが文体 の力で ある とい う文体理念 を説 き明かす ものだ と
言 える。
第 四章 戦後のなかの三島の小説
本 章で は、戦後 の時代状況 との関連で、 三島 の小説 を捉 える。 日本 の戦後社会は、終戦 ・占
領期 の混乱 を経て戦後社会体 制 を確 立 してい くとともに、国 際的には、米 ソ冷戦が核 による破
局 の可能性へ の不安 と世界の閉塞状況を生み、国内 にお いて も東西イデオ ロギー を反映 した政
治体 制、 および60年安保闘争、各方面の労働闘争 ・学生闘争が活発 とな った。 しか し他方で、
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経 済 の 成 長 と と も に大 衆 消 費 社 会 が 示 現 し未 曾 有 の繁 栄 の時 代 を迎 え る。 そ う した なか 、 「無
目標 時代 」 の到 来 が 指 摘 され 、 社 会 全 体 の 目標 喪 失 、 生 の意 味 の 喪 失感 を もた ら しは じめ た。
しば しば 大 衆 消 費社 会 化 が あ き らか に顕 在 化 す る の は 、1970年代 以 降 で あ る と指 摘 され る が、
三 島 の 小説 に は、 戦 後 いち 早 く、 生 の 目的 を欠 いた 無 意 味 な 現 実 を 背 景 と しつ つ、 逆 説 的 に現
実 の意 味 を 生 み だす 人 物 が 形 象 化 され て お り、 そ こ に時 代 の 趨 勢 に 対 す る観 察 と 「批 評 」 的観
点 を含 ん で い る。
『幸福 とい う病 気 の療 法 』(昭24)は 、 ど こ とい って 特 徴 はな いが 裕 福 で 、そ の後 典 型 的 な 幸
福 な 家族 と して憧 れ られ る条 件 を もっ そ い る男 が 、逆 に 「存 在 の 無 力 」に捉 え られ る こ とか ら、
不 幸 で あ る こ と の確 信 に 固執 して い く とい う症 例 が 報 告 され る 小 説 で あ る。 『青 の 時代 』 もま
た 目的 を欠 い た意 識 が 極 度 の合 理 主 義 に結 び つ いた 人 物 をえ が い た 小 説 で あ る。 同 じ頃、 日曜
日の 予 定 を意 味 もな く決 め 忠 実 に予 定 通 りす ごす 幸 福 そ うな カ ップ ル が偶 然 の 死 にい た る ま で
を え が い た短 篇 『日曜 日』 を書 いて いる 。 しか し、 三 島 の小 説 で は 、 生 の 無意 味 をそ の もの と
して に じみ 出 させ た り悲 哀 と と も に拝 情 的 にえ が く と い う こ とが な い。 む しろ 、 生 の 無 意 味 か
ら逆 接 的 に 意 味 を見 出 して い く方 法 の ヴ ァ リエ ー シ ョ ン を様 々 に形 象 化 して い くの で あ る 。
『鏡子 の家 』(昭34)を 一 つ の頂 点 と して、そ の後 の 『百 万 円煎 餅』(昭35)、『ス タ ア』(.昭35)、
『美 しい 星』(昭37)、『午 後 の 曳 航』(昭38)等 に も あ て は ま るだ ろ う。 た と えば 、 『ス タ ア 』
で は、 世界 が 、 ス タ ア の示 す 見 か け を、 世 間 が 模 倣 す る と い うズ レ の作 用 の は た ら く場 と して
閉 塞 的 に成 立 して い る と い う大 衆 社 会=複 製 技 術 時 代 の認 識 が 示 され る。 こ う した 認 識 は 『鏡
子 の 家』(昭34)に お いて す で に示 され て お り、 『獣 の 戯 れ 』(昭36)、『三熊 野詣 』(昭40)に も
通 底 して い る。 意 味 を欠 いた 閉塞 的 な 内 部 空 間 と して 戦 後 社 会 を捉 え る発 想 が 、 外 部 の視 点 へ
超 出 す る とき、宇 宙 人 とい う形 象(『美 しい星 』)や 、法 律 の外 部 と して の少 年 と い う形 象(『 午
後 の 曳 航 』)と な り、 さ らに は この 世 の 法 の外 部 の 法 を見 出す 『豊 饒 の 海』 へ と変 奏 さ れ る こ
と にな る。
第五章 「水 にとび込んだナル シス」ある いは方法 と しての写真一r獣 の戯れ』一
三島は 『小説家の休暇』で、芸術一般 の問題 を 「典型 的かつ象徴的 に提示 してゐ る」のが俳
優である とし、俳優は 「水に とび込んだナルシス、身を以て 「表現」の世界 にとび込んだ精神、
客体へ身を投 げた主体」で あるという。そ して、俳優お よび芸術 も、客体化 された表現 をしよ
うとする努 力が 自己に とって は主体的な もので あるという両義性 をは らんでお り、そ うした矛
盾 を含みつつ全体性 を有 して存在 している ことが、 「表現 の健全な あ り方だ」 と述 べて いる。
このよ うな認 識は、芸術観 に とどま らず、三 島の発想 の基底 にあるもので ある。小説 『獣 の戯
れ』(昭36)は、三島の こうした認識 を、登場 人物 の関係の仕方か ら、語 りの次元等 にお いて、
小説 を構造化 する原理 とした小説で ある。
このテクス トの構成 は、序章 と終章 に第一～五章が 挟まれ た額縁構造 をな して いる。序章で
は 民俗 学徒 の 「私」が登 場 し、一 葉の写真 が呈 示 され、そ の写真 が写 された場 面 を挟んで、
「私」がその写真に写 った 人物達 の起 こした事件へ興 味を もつ ことか ら語 られは じめる。第一
～五章では、 写真に写 され た人物 たちの物語が、物語 世界外 の語 り手によって語 られ る。そ こ
で示 され る登場人物たちの関係 と行動 は、外在 的な他 者を規範 としなが ら行為や欲望が誘発 さ
れつつ、他方で規制されて もいるもの として描かれて いる。そ して、第一～五章 を枠づ ける序
章終章 に登場す る 「私」が、写真 を介 して 「美 しい民俗」 を見 いだす成 り行 きもまた、写真 を
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鏡 と して 自己 の 欲 望 を見 出 して い る とい え る。 以 上 の よ うな、 この 小説 を構 造 化 して い る原 理
は 、テ クス ト冒 頭 で 呈 示 され た 「写 真 」を撮 影 した とき の場 面 の形 象 に凝 縮 して 示 され て い る。
『獣 の 戯 れ』 は 、 物 語 世界 内 の 出来 事(登 場 人物 の 関係)の 次 元 、 プ ロ ッ トの次 元 、 レ トリ ッ
ク(物 語 言 説)の 次 元、 さ らに こ の小 説 が 謡 曲 『求 塚 』 のパ ロデ ィ で あ る とい うイ ン テー テ ク
ス チ ュア ル な 次元 に お いて 、 三 島 の芸 術 論 ・小 説 論 にお け る核 心 た る 「水 に とび 込 ん だナ ル シ
ス 」 の 構 造 と通 底 した テ クス トな ので あ る。 こ の小 説 にお い て多 層 的な 次 元 で 見 いだ され る構
造 化 の 原 理 は、 三 島 の評 論 にお いて 展 開 され る論 理 の う ち に も見 いだ す こ とが で き る。
第六章 三島 由紀夫の批評の戦略一 〈体〉の喩一
前章のは じめで論 じたよ うに、三島の芸術観は、俳優 を範型 とした身体の形而上学的構造が
骨格 となってお り、三島の批評的な視 角を構造化す る原理で ある。本章では、主に昭和30年代
後半か ら40年代 にか けて(1960年代)の 三 島の小説論 をは じめ とする評論において、小説論 ・
芸術 論 ・人生論 ・文化論等 の言説 にお ける意味論 的な付置が、 〈体〉 とい うモメ ン トを介 して
どのように構造化 されているのかを論 じる。 端的 に言 えば、文体論 ・肉体 論 ・文化 論 における
思考 の枠 組み にもまた、 「水 にとび込 んだナル シス」 とい う認識 の型が みて とれ るこ とを論 じ
ることにな る。それ によって、三 島の小説 か らエ ッセイ にいた るまでの発想が、 身体 をめ ぐる
問い に深 くかかわっている ことが浮 き彫 りにされ る。
'第一章で論 じたよ うに、 「私 の小説 の方法」 をは じめ とす る小説や戯 曲の文体 を論 じた評論
群では、小説は常 に方法 を模索す る方法論 的な芸術で あ り、方法 の模 索は 「言葉 の現実」 ある
いは既成の小説に対 する 「批評」 を介 して なされ る と論 じている。既成 の言葉 という客体 への
主体的な批評 を介 して初めて全体 として の作 品が形成 されるのだ とい う三 島の文体論 は、 身体
の形而上学的な構造 への着 目とパ ラ レルで ある。 同様 の ことは、文体一 肉体一国体 とい う一連
の 〈体〉の喩 を鍵 として論 じた 『太陽 と鉄』 『文化 防衛論』等 の主要な評論 にお いて も指摘で
きる。文(文 体)と 武(肉 体)の 対極性 の自己へ の包摂 について論 じ、 肉体が形成 され る とき
の筋肉 と鉄、私 と敵 との関係が述べ られ、それ らが究極 的には死 に帰結す ると論 じる 『太 陽と
鉄』。 また、現 代文化 の形式 と内容を分離 して捉 え るが ゆえに生 じた文化 の 「断片化」現象へ
の対抗策 にっいて論 じ、文化概念 としての天皇 を見 いだす ことにな るr文 化防衛論』 にお いて
も、 身体 の形而 上学 的構造へ の着眼が論理構成 の基底 にある。 こうした発想は、概 して疎外論
的な論理 である といえる。 ここに、三島の批評 を独 自のものに して いる戦略が あ り、 また批判
される ことにもなる点が ある。
第 七章r美 しい星』 と1960年代
本章で は、長篇小説 『美 しい星』 をとりあげ、物語世界 に登場す る家族像 と同時代の社会状
況 との関連 をお さえ、 〈語 り〉 の構造 を分 析 して物語 構造上 の特 質 を踏 まえなが ら、 このテク
ス トの批評的意義 につ いて論 じる。
第 四章 にお いて戦後 の時代状況 を概観 したよ うに、1960年代には大衆消費社会 化が進行 し、
"意味の喪失"感 が広が りは じめ
、社会 全体 としての無 目標時代 とい う意識は広 く認識 されは
じめて いた。1962年に発表 された 『美 しい星』 は、 こうした状況を背景 とした小説であ る。意
味 の喪失感 を抱 えた人物たちが登場 し、無意味 と無為 に浸 された状態か ら、一転 して"本 来の"
宇宙人 と しての本質 に目ざめ使命 を 自覚す る人物 たちが描かれる。 だが、それ はたんなる病理
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として第三者 の視点か ら物語 られ るのではない。小説の 〈語 り〉 は、登場 人物 によ りそ って叙
述 され るのだが、同時 にアイ ロニ ックに相対化 もされる とい う二重化す る物語 の叙法 を有効 に
機能 させ、物語世界 に内在 しなが ら世界を全体 として対 象化 する登場 人物(宇 宙 人)た ちを呈
示す るので ある。地球人の視点 と宇宙人の視点 は同等 の地平 にあるが、共約不能な ために、逆
説 的に宇宙人で ある とい う無根拠 な 自覚 は絶対 的な ものになる。 閉塞 した平和 な世界 の内部で
疎外 された実存 の危機的意識 が、 世界を相対化 する超越 的視 点へ と転倒 され 昇華す る様相 を描
き出す と同時 に、 そ うした意 識 のあ りよ うそ の もの をアイ ロニ ックに対象化 してみ せ る こと
で、 この小説は成熟 した近代の危機 的様相 を形 象化 している と言える。
発表当時、 この小説を一 つの契機 として、奥 野健男 らによる 「政治 と文学」論争が惹起 され
た。奥野 は、疎外か らの回復 というヴィ ジ ョンを現代 小説 に求 めたが、 『美 しい星』は、そ う
した ヴィジ ョンその もの の破産 を も呈示 して いる といえ る。 『美 しい星』 は、 閉塞 的内部か ら
疎外 されて生 じる外 部的な視点 の生成 をえが き実存 と世界 の破局の可能性 の問題 にあいわた り
つつ、他方でそ うした問題 を語 る視点 を相対化 もす る二重化 のナラテ ィヴの方法 によってパラ
ドキ シカルな関係 を呈示する ことで、1960年代 の状況論 に超政治的なスタ ンスで対 した といえ
るだ ろう。 『美 しい星』 が、政治 との関連で提起 した 問題 がある とすれば、む しろ宗教小 説の
ファンダメンタリズム
性格 を帯びた この小説が、ポス ト冷戦以降 に顕著 にな る原理 主義 的な傾向 と近接 し、国 民国家
を単位 とする国内一 国際秩序 という政治 の地平そ のものの基盤 としての近代化の諸価値 をゆる
がす可能性が、近代社 会 内部か ら、それ に対す る外部 の視点(宇 宙人の視点)が 生成す る こと
で現れ うることを捉 えた点 にあった といえる。
第八章 方法 として の 「批評」・r天 人五衰』 を中心 と したr豊 饒の海』論一
全四巻 にわたる輪廻転 生の物語 と して の 『豊饒 の海』 は、 各巻 に登場す る中心人物が二十歳
で死んでいき、 それぞれ にお いて完結す る側面 を持 ちなが ら、全巻 を通 じて登場す る本多繁邦
を配する ことで、 各巻 の中心人物 を転 生者で ある とみなす視座が用意 され、物語 の因果 的連続
性が確 保され る。そ して、後 に来 る巻は先行す る巻ですで に物語 られてきた ことを受けなが ら
も転調 してい くことになる。その意味で、 この長篇小説 の構成そ のものが 「批評」的 に展 開さ
れ るといえる。 このような視角か ら、 『豊饒の海』の中で も 『天人五衰』 を中心 として論 じる。
というの も、 『天人五衰』 にお いて こそ、 「批評」 的な性格が全面的 に前景化す るか らであ る。
『春の雪』冒頭の写真 をめ ぐる挿話で は、記憶 された事実 をめ ぐる違 いが呈示 されて いる。『豊
饒 の海』は、見 る撮 る撮 られ るという写真行為そ のものとそ のメタファー をた どるとき、事実
をめ ぐる物語 としての性格 を浮かび 上が らせ る。 問題 とな る事実 とは、転生 の事実であ るが、
転生の事実が浮 かび上が り輪廻転生 の物語 として の性格が浮上す るのは第二巻 『奔馬』以降で
ある。 しか し、 『暁 の寺』後半以 降 『天人五衰』で は、転 生の事実は疑 われ るようにな る。 し
か も、清顕 ・勲 との出会 いか ら転 生を確信す るにいた った本多 による転生者たちの物語が、逆
に、次の転生者が現れ る ことを何 の不思議 もな く受 け容れ られ る素地 をな し、む しろ現れなけ
ればな らぬ とい う当為 として作用 しはじめて いる。読者 の準位 にお いて も同様の事態は生 じて
いて、転生者が現れ る ことが 自明で あるか のように享受 され るか らこそ、逆 に、贋物ではない
か とい うことが云 々され たといえる。そ う した物語そ のものへ の 「批評」的な展開の極限があ
らわ とな るのが 『天 人五衰』で あ り、前三巻 まで に展 開されて きた物語へ の 「批評」 として展
開 される。各巻 の中心 人物 とそれ を転生 の物語 と して意味づ ける本多 とい う二つの系列の相依
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的 な 関係 として 形 成 され て きた物 語 は、 転 生 者 に して 本 多 の 「雛 形 」 と して の 透 が 登 場 し、1転
生 の物 語 に よ って 意 味 づ け られ る こ とを 拒 否す る こ とで 、 相 依 的 関 係 の紐 帯 が 断 ち切 られ る。
r豊饒 の海 』 は 、 結 末 に お い て、 転 生 物語 と して の 全 体 性 を失 う と と もに 、 断 片 と して の 物 語
へ と回帰 す る ので あ る。
終 章
残 された今後 の課題は多いが、主 に次 の三点 が考え られる。 第一 に三島の小説の方法 を小説
作品の分析か ら明 らかにする研究で ある。本研究 の第 一 ・二章では、戦後 の 『盗賊』以 降の長
篇小説 を中心 として論 じた。そ の際、 「批 評」 とアイ ロニ ー の親近性 と 〈語 り〉 の叙 法 との関
連 について論 じたが、三 島が本格的 に創作 を開始 した とき、戦 前か ら戦後 にか けて、 日本 の 日
記文学 ・フランス心理小説の影響下 に心理小説 を書 く試 みか らは じまっている。そ の ことの意
義 についての研 究はよ り詳細な検討が必要で ある。二 っ 目に、 戦後文学 のな かで三 島の作 品を
捉える研 究である。三 島作品 の特質 と意義 をよ り一層鮮 明にす るには、 同時代 の小説群 のなか
で意義 づける ことが必要 にな る。た とえば、戦後 には、全体小説 の理念が広 く他 の作家 によっ
て試み られている。 こう した理念の起源 と意義 につ いて論 じる ことは、 と くに 『豊饒 の海』 の
評価 の上で も重要 な視点 にな ると思われ る。 また、第三 に、三 島以前 と以後 の小説 との関連 に
ついて の研究 である。昭和 の文学 という場 におけ る三 島作品 の意義 を、三島以前以後 との関連
で考究す る ことは、三 島自身が 「批評」 を創作意識 の基本 にす えて い牽 よ うに、 日本 にお ける
小説 というジャンル の歴史 を考える上で重要であ る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、三 島由紀夫の長編 を中心 とした小説作品の特質 と意義 について、三島の小説観や
同時代的背景 を踏 まえつつ論 じる ことを中心的な課題 としてい る。全体 は、「序章」および 「終
章」 を含 めて十章か ら成 り、末尾 に 「三 島由紀 夫主要作 品年表」が付載 されている。
「序章」 では、常 に小説 とは何か を問いか け、小説技術 につ いて 自覚 的 に追求 し、 同時代 の
社会 と密接 に関わ ろうとし続 けた小説家 として、 三島が芸術 としての小説の 自立性 を追求す る
一方で、戦後 日本の社会的現実 に独特 のスタイ ル をもって批 評的 に応 接 していた ことが確 認 さ
れ る。そ して こうした基本的認識 に基 づき、先行研究 を視 野に入れつつ、 三島の小説作 品 を分
析 の対象 に据 えた本論文の 目的 と方法 が提示 されている。
第一章 「小説の方法 としての 「批評」 一三 島の文体 観 と小説 一」 では、 三島の小説観 につい
て、その基軸 を成す文体の問題 を中心 に分析が試 み られる。 言葉によって構築 され 形式の全 く
自由な、それゆ え常に方法の模索 を要請 され る 「方 法論 的芸術」である小説において、 その方
法的模索 は既成 の言葉 に対す る 「批評」 として な され、 そ うした 「批評」 を介 して文体 が形成
され ると論 じる。そ して三 島の小説観 の枢要 の意 義を担 う 「批評」 の問題 について、本 章では
以下、 自らの作品創造 にあたって、既存 の言葉 の意 味、物語 的類型 といった作 品外部 的な言葉
の条件 を批判的 に対 象化す る次元 と、物語 世界 に対す る語 りの座か らの対 象化、 登場人物相互
の相対化な ど作品内部的な次元 との二つの観点 か ら分 析 を加 え、三島の小説における 「批評」
の構造 を明 らか にしている。
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第二章 「列叙 と反復 とい う方法 一 『仮 面の告 白』 『愛 の渇 き』 一」 は、三 島の小説 テクス ト
全般 に通底す る問題 を、列叙 と反復 という表現 の方法 として論 じて いる。論者は、三島の小説
における顕著 な特徴 として、物語 の表象、表現 の技法 に、細部 において列叙 を、 更 に大きな言
説の レヴ ェル にお いて はエピソー ドを並置 す る叙法 が多用 されて いる点 をあげ、それ によっ
て、断片へ と細分化す る描写 の言葉が 同時 にそ の総体 として全体像 を呈示す るとい う両義性が
は らまれる と指摘す る。そ して このような叙法 の機能 に着 目しなが ら、『仮面 の告 白』 『愛の渇
き』 に具体 的な分析が加 え られ、両作品 にお いてス トー リー の進展 を支え る列叙 と反復の構造
が明 らかにされ ている。
第三章 「「美」 の論理 一 『金 閣寺』 一」で は、 前章で論 じられた列叙 と反復:の方法 の極 点 と
して、 『金閣寺』 が分析 の対象 とされ る。 レ トリカルな言葉 の反 復が繰 り返 し 「美」 について
語 り出す ことによって、 「美」 のイ メー ジ図式 と呼び うるパ ター ンが形成 され、それ が物語の
論理 としても機能 してプ ロッ トの展開 を導 いて ゆ くこの作品 の構造が、ス トー リー の展開 に即
して分析されて いる。 と くに最終章 にお ける焼亡直前 の金 閣の描写 に精緻な考察 が加え られ、
それが対 象 としての金 閣の描写 という枠 にお さまることな く、 このテ クス トの挿話 とプ ロッ ト
その ものの隠喩 的な 自己指示 を含意 してお り、テ クス トの生成す る時空間 を透視 す る読者 とテ
クス トとの関係そ のものをも露呈 させ る仕組み を明 らか に して いる。そ してそのよ うな構造が
三島の文体観 の見事 な帰結で あると指摘 して いる。
第四章 「戦後 のなか の三島 の小説」では、戦後 の時代状況 との関連で、数多 くの作品が取 り
上げ られる。 国際的には米 ソ冷戦が核 による破局 の不安 と世界 の閉塞状況 を生み、国内 におい
て も東西イデ オロギー を反映 した政治体制が確立 し、 また60年安保闘争、各方面の労働闘争 ・
学生運動が活発化す る とともに、他方で大衆消費社会が成立 して未曾有の経済的繁栄の時代 を
迎える戦後社会 の状況が、 『幸福 とい う病気の療法』 『青の時代』 『日曜 日』 『ス タア』その他の
一連の作品に色濃 い影 を落 として いることが 明 らか にされ る。そ してそれ らの小説 に、生 の目
的 を欠いた無意 味な現実 を背景 としつつ、逆説的 に現実 の意 味を生み 出す人物が形象化 されて
お り、そ こに時代 の趨 勢 に対す る三 島の観察 と批 評 的観 点 を認 め る ことがで きる と論 じてい
る。
第五章 「「水 にとび込 んだナル シス」 あるいは方法 として の写真 一 『獣 の戯 れ』 一」では、
「水 にとび込 んだナル シス、 身を以て 「表現」 の世界 にとび込 んだ精神、客体へ身 を投げた主
体」である俳優 の存在が、芸術一般 の問題 を 「典型的か つ象徴 的に呈示 してゐ る」 と見倣す三
島の発言 に着 目し、 その認識 は、芸術観 にと どま らず、三 島の発想 の基底 をなす もので あると
指摘す る。そ してそのような認識 を構造化 の原理 とした 小説 として 『獣 の戯れ』 を取 り上げ、
この作品が、物語 世界 内の 出来 事(登 場 人物 の関係)の 次 元、プ ロッ トの次元、 レ トリック
(物語 言説)の 次元、更 に この小説が 謡曲 「求塚」 のパ ロデ ィで ある とい うイ ンターテ クス
チ ュアルな次元 において、三 島の芸術観 ・小説観 の核心 たる 「水 にとび込んだナル シス」 の構
造 と通底 したテクス トである ことを明 らか に している。
第六章 「三島 由紀夫の批評 の戦略 一 く体〉 の喩 一」 は、 前章で論 じた、俳優 を範型 とした身
体 の形而上学的構造が、三 島の批評 的視角 を構造化す る原理 として も機能 して いることを指摘
す る。 と くに文体 一肉体 一国体 とい う一連 の 〈体〉 の喩 を鍵 としっつ論 じられた 『太陽 と鉄』
『文化防衛論』 を中心 として、三 島の芸術 論 ・小説論 ・文化論 にお いて 「水 にとび込んだナル
シス」 という身体 の形而上学 的構造 への着 眼が論 理構成 の基底 に存す る ことを指摘 し、前章 と
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併 せて、三 島の小説 か らエ ッセ イ にいた る言 説 を支 え る発 想が、身体 をめ ぐる問 いに深 く関
わ っている ことが明 らか にされて いる。
第 七章 「『美 しい星』 と1960年代」は、小説 『美 しい星』 を取 り上げ、物語世界 に登場す る家
族像 と同時代 の社会状況 との関連 をおさえ、語 りの構造分析 をとお して物語構造 上 の特質 を明
らかに しつつ、 このテクス トの批評的意義 について論 じて いる。 この小説では、1960年代 の大
衆消費社会 を背景 として、 意味の喪失感 を抱えた人物達が登場 し、無意味 と無為に浸 された状
態か ら、一転 して本来の宇 宙人 としての本質に 目覚め使命 を自覚する ことになる。論者は こう
した作品 に二重化 のナ ラティヴの方法 を基軸 に据えて分析 を加える ことを とお して、閉塞 した
平和な世界の内部で疎外 された実存 の危機 的意識 が、 世界 を相対化 する超越 的視点 へ と転倒 さ
れ昇華す る様相 を描き出す と同時 に、そ う した意識 のあ りよ うその ものをアイ ロニ ックに対 象
化 してみせる ことで、成熟 した近代 の危機 的様相 を形 象化 している作品 として評価 する。併せ
て この小説が二重化のナラティヴを とお して、60年代 の状況論 に対 する超政治 的なスタンスか
らの批評た りえている と指摘 して いる。
第八章 「方 法 としての 「批評」 一 『天 人五衰』 を中心 とした 『豊饒 の海』論 一」 では、三 島
における批評 の問題が、 この長編小説 の構成 の レヴェル で論 じられ ている。全四巻か らなる こ
の作品は、全巻 を通 じて登場す る本多繁邦 を配す る ことで、各巻 の中心人物 を転 生者で あると
見傲す視座が用意 され、物語 の因果的連続性が確保 され る。そ して後続 の巻は先行す る巻で呈
示され る物語 を受 けなが らも転調 してい くという批評 的な展 開を見せて いる。そ のような批評
的性格 が全面 的に前景化 した部分 として最終巻 『天人五衰』が 中心 的に取 り上げ られ、そ こに
登場す る転 生者 に して本多 の 「雛形」で ある透 が、転 生の物語 によって意味づけ られ ることを
拒 否す ることで、 『豊饒 の海』 は結末 にお いて、転 生物語 と しての全体 性 を失 う とともに、断
片 として の物語へ と回帰す ると論 じられ る。そ してそ う した三島最後 の作品が、大 きな物語の
終焉、物語 の不可能性が顕在化する時代の到来 を予告 して いると指摘 している。
「終章」は、各章で検 討考察 した論点 を整理、 要約 した上で、今後 の課題 を提示 してい る。
本論文 にお いては、最初期か ら晩年にいたる三島 由紀夫の数多 くの作品が考 察の対象 に取 り
上げ られ、鋭利な分析が加え られている。 その際、 自立的なテ クス トが備 える構 造の解析 と、
同時代の社会的現実 との交差の様相 の分析 とい う二つの観点が採用 されてお り、そ うした双方
向か ら作品 を照射す ることによって、三 島文学 の新 たな相貌 を浮かび上が らせ ている。最 近の
三 島研究が、精細なテ クス ト分析 と戦後 日本の現 実における作家三島の位置 の考察 に分 岐す る
傾 向を見せて いる中で、本論文 は、そ れ らを包摂 しつつ三島文学を トータル に把握 しよ うとす
る、極めて意欲的な試みである と言 ってよい。 そ してそのよ うな二つの観点 の交差す る地点 に
見据 え られて いる 「批評」の問題が、三 島 由紀 夫の文学の核 心を捉える重要 な論点 である こと
は疑 いを入れな い。 またそ うした観点 を とお して提示された新見 も少な くない。個 々の作 品分
析 にお いて、上記の観点 が十分 に貫徹 され てはいない面が残 されてはいるが、本論文 を貫 く視
角は従来の三島研究の軌道修正 をせ まる もので あ り、斯 学の発展 に寄 与す る ところ大 なるもの
が ある。
よって、本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位 を授与され るに十分 な資格 を有す るものと
認め られる。
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